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ご
案
内 

平
成
29
年
度 

開
講
式
・
第
一
回
講
座
・ 

定
期
総
会
の
開
催 

Ｈ
29
年
５
月
１１
日
（水） 

 
 
 
 

受
付
11
：
30 

開
校
式
12
：
00 

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル 

      

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

O

B
会
会
長 
新
宮
勝
哉 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
０

B
会
の
皆
様
に
は
、
お
元

気
で
明
る
い
お
正
月
を
お
迎
え
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
様

方
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

お
陰
様
で
明
る
く
楽
し
い
０

B
会
活
動

を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
明
る

く
楽
し
い
０

B
会
活
動
が
出
来
ま
す
様

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
年
明

け
早
々
か
ら
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
第
１
点
は
、
時
代
の
流
れ
か
ら
大

学
内
に
改
革
旋
風
が
吹
き
始
め
、
社
協
を

中
心
に
四
社
（
大
学
・
院
・
０

B
会
・

市
社
協
）
に
よ
る
「
大
学
見
直
し
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
学
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
募
集
し
ま
し
た
。
項
目
の
多
い
順
に

整
理
し
、
出
来
る
こ
と
か
ら
手
を
付
け
ま

し
た
。
大
学
・
大
学
院
に
於
い
て
、
校
名

変
更
、
学
生
証
の
発
行
、
校
歌
の
制
作
等

を
協
議
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
校
名

を
数
案
に
絞
り
込
み
、
投
票
に
よ
っ
て

「
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
」
と
命
名
し
ま
し

た
。
後
は
、
流
れ
に
従
い
、
学
生
証
の
発

行
・
校
歌
の
制
作
等
そ
れ
な
り
の
も
の
が

出
来
ま
し
た
。
０

B
会
で
も
、
大
学
・

大
学
院
の
動
き
を
こ
の
ま
ま
放
置
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
り
、
校
名
変
更
の
賛
否
を
取
っ
て

い
ま
す
。
近
々
結
果
が
出
る
事
で
し
ょ
う
。

第
２
点
は
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
千

田
町
か
ら
南
松
原
町
へ
移
転
し
た
こ
と

で
す
。
建
物
が
移
転
し
た
だ
け
で
な
く
、

建
物
の
内
部
が
変
わ
っ
た
た
め
、
使
用
で

き
る
部
屋
数
が
少
な
く
な
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
に
支
障
を
来
す
様
に
な
っ
た
事
、
又

講
座
に
使
用
す
る
ホ
ー
ル
が
、
普
段
３
部

屋
の
会
議
室
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
講
座

会
場
の
設
営
に
多
大
な
手
間
と
時
間
が

掛
か
る
よ
う
に
な
っ
た
事
で
す
。
会
場
設

営
に
関
し
て
は
、
取
り
敢
え
ず
執
行
部
・

学
習
部
・
事
業
部
お
よ
び
各
班
か
ら
の
応

援
の
総
勢
１５
～
１６
名
で
行
っ
て
み
ま
す

が
、
後
は
、
結
果
を
見
て
対
処
し
ま
し
ょ

う
。
第
３
点
は
、
千
田
町
か
ら
広
島
駅
前

へ
と
場
所
が
良
く
な
っ
た
為
、
応
募
者
が

増
え
会
議
室
の
確
保
が
困
難
に
成
っ
た

事
、
又
会
議
室
使
用
に
関
す
る
手
続
き
の

窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、
手
続
き
が
厳
し
く

な
っ
た
事
で
す
。
大
ま
か
、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
す
が
、
会
議
室
予
約
の
厳
し
さ
や
、

会
議
室
確
保
の
難
し
さ
に
関
し
て
は
、
此

れ
か
ら
も
暫
く
、
問
題
が
続
く
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
年
明
け
早
々

難
し
い
話
ば
か
り
並
べ
ま
し
た
が
悩
ん

で
も
成
る
よ
う
に
し
か
成
り
ま
せ
ん
。
何

は
と
も
あ
れ
、
前
進
あ
る
の
み
で
す
。
２８

年
度
０

B
会
も
前
半
を
終
え
ま
し
た
。

残
す
後
半
、
「
明
る
く
・
楽
し
い
・
生
き

甲
斐
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
役
員
一
同
皆

様
と
共
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

    
 
 

 

総
務
部
部
長 

萩
守 

才
造 

◆
２８
年
度
芸
能
発
表
会
反
省
会
開
催 

 
 

１０
月
７
日
（
金
）
５３
名
出
席 

◆
B
班
合
同
懇
親
会
開
催 

（
５
・
６
・
７
・
8
班
） 

10
月
26
日
（
水
）
72
名
出
席 

◆
A
班
合
同
懇
親
会
開
催 

（
1
・
2
・
3.

4
班
） 

11
月
16
日
（
水
）
57
名
出
席 

B
班
、
A
班
の
合
同
懇
親

会
が
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
宮
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
28
年
度
各
事
業
部

長
、
班
長
の
紹
介
が
あ
り
、

小
松
顧
問
の
御
発
声
の
乾

杯
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
、
良
く
食
べ
、
良
く
喋
り
、

良
く
歌
っ
て
O

B
会
の
皆
様
疲
れ
知
ら

ず
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
懇
親

会
で
し
た
。 

◆
O

B
会
名
称
変
更
に
関
す
る
ア
ン
ケ

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

総
務
部
ニ
ュ
｜
ス 

発 行 責 任 者 

ＯＢ会会長 

新宮 勝哉 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 
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ー
ト
調
査
を
A
班
、
B
班

の
皆
様
に
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
中
旬
に
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
集
約
し
1
月

に
発
表
の
予
定
で
す
。 

◆
会
員
数
の
状
況
報
告 

 

28
年
11
月
末
現
在 

（
在
籍
者
）
A
班 

396
名 

 

B
班 

336
名 

 

合
計
731
名 

    
 
 
 

学
習
部
部
長 

長
田 

匡
白 

  

十
一
月
十
日
（
火
）
広
島
共
同
募
金
会

主
催
の
街
頭
募
金
活
動

に
、
大
学
・
大
学
院
と
共

に
O

B
会
も
十
六
名
が

参
加
し
た
。
雨
模
様
の
中
、

紙
屋
町
そ
ご
う
前
や
エ

デ
ィ
オ
ン
付
近
で
、
十
二

時
か
ら
約
四
十
五
分
間

善
意
の
心
を
呼
び
掛
け

た
。
募
金
額
は
四
万
五
千
円
余
り
集
ま
り

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

  

十
一
月
九
日
（
水
）
執
行
部
と
学
習
部

が
協
議
の
う
え
、
推
薦
講
師
三
十
一
名
の

中
か
ら
十
一
名
を
内
定
し
た
。
十
一
月
中

に
講
師
内
定
者
に
講
座
を
依
頼
し
、
日

程
・
演
題
な
ど
を
調
整
し
、
二
月
に
二
十

九
年
度
の
講
座
計
画
を
確
定
す
る
予
定

で
す
。 

   

十
二
月
二
日
（
金
）
快

晴
の
中
、
年
末
恒
例
の
清

掃
活
動
を
大
学
・
院
・
O

B
会
（
百
五
名
）
の
総
勢

二
百
七
十
余
名
の
参
加
で

行
っ
た
。
慰
霊
碑
の
前
に

集
ま
り
黙
祷
、
O

B
会
新

宮
会
長
の
挨
拶
、
大
学
・

院
の
学
習
部
長
の
挨
拶
、

約
四
十
五
分
間
清
掃
活
動

を
行
っ
た
。
終
了
後
、
社

協
の
山
本
主
事
に
挨
拶
を

頂
き
、
O

B
会
伊
藤
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
、
無
事

終
了
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

O

B
会
講
座
概
要 

[

第
六
回 

（
十
月
）
講
座
概
要] 

「
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
な
ん
て
」 

 
 

現
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
幡 

照
子 

 

心
を
ど
う
伝
え
る
か
、
心
に
響
く
言

葉
・
届
く
言
葉
、
感
じ
る
心
、
感
性
を
磨

く
こ
と
で
、
幸
せ
は
身
近
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
尽
く
す
「
喜
ば
れ
る
喜
び
」
を
原
動

力
に
、
毎
日
が
学
び
と
思
っ
て
い
る
。
最

後
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
友
人
の
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
で
締
め
く
く
っ
た
。 

〔
第
七
回
（
十
一
月
）
講
座
概
要
〕 

「
尺
八
が
歌
う
昭
和
歌
謡
」 

～
尺
八
は
意
外
に
お
も
し
ろ
い
～ 

 
 

尺
八
奏
者
・
製
作
者 

羽
倉 

梁
山 

 

千
田
学
舎
最
後
の
講
座
は
、
初
め
て
の

尺
八
演
奏
を
企
画
し
た
。
美
空
ひ
ば
り
・

三
橋
美
智
也
の
演
歌
か
ら
始
ま
り
、
曲
間

に
尺
八
の
歴
史
・
構
造
・
作
り
方
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
外
国

の
曲
を
交
え
懐
か
し
い
全
二
十
曲
の
演

奏
を
聴
き
、
尺
八
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能

し
た
。 

 
[

第
八
回
（
十
二
月
）
講
座
概
要] 

「
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
」 

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉
課 

 
 
 

地
域
福
祉
係 

係
長 

村
木 

一
雄 

今
年
最
後
の
講
座
は
、
新
学
舎
で
多
数

の
出
席
者
で
開
催
し
た
。
ご
存
知
の
と
お

り
、
老
大
は
社
協
と
か
か
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
学
ん
で
き
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
の
、
「
高
齢
者
の
見
守
り
・
支

援
活
動
」
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
づ
く
り
」
「
活
動
の
担
い
手
を
育
成
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
活
動
」
な
ど
地

域
に
根
ざ
し
た
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
O

B
会
の
皆
さ

ん
も
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う
地
域
づ

く
り
の
輪
に
入
り
ま
し
ょ
う
。 

   

研
修
部
部
長 

山
河 

秀
眞 

[

日
帰
り
研
修
旅
行] 

紅
葉
の
名
所
・
清
水
寺
と
精
進
料
理 

本
場
安
来
節
と
ど
じ
ょ
う
掬
い
観
賞 

 

本
年
度
研
修
部
事
業

計
画
の
第
二
回
は
１
月

２１
日
（
月
）
に
島
根
県
安

来
市
に
、
清
水
寺
と
精
進

料
理
・
本
場
安
来
節
と
ど

じ
ょ
う
掬
い
観
賞
を
実

施
し
ま
し
た
。
A
班
・
B

班
合
計
１２６
名
の
多
数
の
ご
参
加
を
戴
き
、

バ
ス
３
台
で
広
島
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
、
中
筋
乗
車
の
方
々
と
合
流
し
山
陽

道
・
中
国
道
・
松
江
道
・
国
道
４３２
号
と
道

の
駅
「
た
か
の
」
で
休
憩
を
取
り
な
が
ら
、

「
安
来
節
会
館
」
を
目
指
し
ま
し
た
。「
ど

じ
ょ
う
掬
い
」
で
親
し
ま
れ
る
民
謡
・
安

来
節
が
毎
日
楽
し
め
る
。
安
来
節
の
殿
堂 

桟
敷
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
ー
ル
で
は
、

生
の
安
来
節
（
唄
と
踊
り
）
を
十
分
に
楽

し
め
ま
し
た
。
約
１０
分
の
「
ち
ょ
こ
っ
と

学
習
部
ニ
ュ
｜
ス 

研
修
部
ニ
ュ
｜
ス 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動 

平
成
二
九
年
講
座
の
講
師
選
定 

平
和
記
念
公
園
ク
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 
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体
験
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
５
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
安
来
節
観
賞
の
後
、
清
水
寺

参
道
に
あ
る
「
松
琴
館
」
で
精
進
料
理
を

頂
き
ま
し
た
。
空
腹
で
目
前
に
並
ぶ
料
理

の
数
々
、
色
々
工
夫
さ
れ
て
い
て
味
も
上

品
で
美
味
し
く
全
部
お
い
し
く
頂
き
ま

し
た
。
昼
食
後
清
水
寺
の
拝
観
は
、
書
院
、

庭
園
、
宝
蔵
見
学
、
「
宝
物
館
」
、
「
根
本

堂
」
、「
本
堂
」
、「
三
重
塔
」
は
3
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
拝
観
を

し
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
、

用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七

年
）
尊
隆
上
人
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
。
当
時
こ
の
山

は
一
滴
の
水
も
出
な
か

っ
た
が
七
日
間
祈
願
し
た
と
こ
ろ
聖
な

る
水
が
湧
出
し
、
し
か
も
そ
の
水
が
雨
季

に
も
濁
る
事
な
く
、
乾
季
に
も
枯
れ
る
事

な
く
常
に
清
い
水
を
湛
え
た
と
こ
ろ
か

ら
清
い
水
の
出
る
寺
、
清
水
寺
と
名
付
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
は
自

然
と
の
融
合
が
善
く
図
ら
れ
て
居
り
、
秋

の
紅
葉
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。
室
町
時

代
の
作
庭
で
満
月
の
庭
と
呼
ば
れ
て
い

る
光
明
閣
、
書
院
は
江
戸
中
期
の
書
院
造

り
で
松
江
藩
主
お
成
り
の
間
が
あ
り
ま

し
た
。
島
根
県
指
定
文
化
財
「
三
重
塔
」

は
山
陰
唯
一
の
多
宝
塔
で
三
階
ま
で
登

れ
る
の
は
大
変
珍
し
い
そ
う
で
す
。
弁
当

忘
れ
て
も
傘
を
忘
れ
る
な
の
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
山
陰
地
方
も
今
回

は
意
外
と
暖
か
く
、
晴
れ

間
が
見
ら
れ
る
好
天
気
の

中
で
の
見
学
は
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

帰
り
は
高
速
道
、
安
来
道
、

山
陰
道
、
松
江
道
、
中
国

道
、
山
陽
道
を
走
行
し
、
途
中
２
か
所
で

休
憩
、「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」「
安
佐
S

A
」

ほ
ぼ
予
定
通
り
、
全
員
無
事
広
島
に
帰
り

ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
で
、
参
加
者
の
皆

様
よ
り
、
良
か
っ
た
と
云
っ
て
も
ら
い
、

又
旅
行
中
示
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
協
力

に
対
し
て
部
員
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
後
の
研
修
部
事
業
計
画 

 

一
泊
研
修
旅
行 

実
施
日 

平
成
２９
年
３
月
１５
日
（
水
）

～
１６
日
（
木
） 

行
き
先 

大
塚
国
際
美
術
館
と
伊
弉
諾 

神
宮
と
王
子
動
物
園 

宿
泊
先 

洲
本
温
泉 

A
・
B
班 

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
様
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   
 
 

７
班
３６
期 

天
畠 

重
博 

 

老
人
大
学
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
「
地
域

社
会
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
す
」
と
あ
り
ま
す
。
老
大
グ
ル
ー
プ
で

は
大
学
・
院
の
組
織
は
班

別
の
縦
割
り
社
会
、
O

B
は
横
割
り
の
感
が
あ

り
、
サ
ー
ク
ル
で
は
き
ず

な
の
深
い
も
の
を
感
じ

ま
す
が
、
地
域
に
よ
る
繋

が
り
が
薄
く
感
じ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
老
大
の
存
在
意
義
の
一
つ
に
、

地
域
貢
献
が
あ
り
ま
す
。
円
滑
に
地
域
で

活
動
す
る
た
め
、
大
学
事
務
局
か
ら
地
域

の
繋
が
り
を
考
慮
し
て
、
区
ご
と
に
何
か

出
来
な
い
か
と
相
談
が
あ
り
、
有
志
に
よ

り
区
ご
と
に
組
織
を
立
ち
上
げ
区
社
協

や
各
種
団
体
と
連
携
す
る
た
め
の
、
基
盤

を
造
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

世
話
人
が
決
ま
っ
た
安
芸
区
・
南
区
が
先

行
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
成
り
、
先
ず
安

芸
区
の
十
九
期
生
か
ら
四
十
三
期
生
ま

で
の
メ
ン
バ
ー
に
声
掛
け
を
し
て
、
顔
合

わ
せ
を
十
一
月
二
十
五
日
に
海
田
市
駅

前
の
サ
ン
ピ
ア
ア
キ
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
二
十
六
名
の
参
加

が
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
全

員
を
安
芸
区
社
協
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
、

安
芸
区
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
各
地
域
の
施
設
な
ど
を
利
用
し

て
様
々
な
催
し
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

  

千
田
町
の
社
会
福
セ

ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
い

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
ボ
ラ
セ
ン
感
謝
祭

が
8
月
28
日
（
日
） 

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前

10
時
か
ら
開
会

式
が
始
ま
り
挨
拶
の
後
、

各
団
体
の
活
動
紹
介
が
あ
り
、
11
時
か
ら

芸
能
発
表
会
が
始
ま
り
開
演
の
景
気
づ

け
に
と
、
開
幕
一
番
、
大
音
響
と
共
に
お

腹
に
響
く
様
な
リ
ズ
ム
の
和
太
鼓
の
演

奏
、
続
い
て
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
歌
謡

曲
、
バ
ン
ド
生
演
奏
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
舞
、
車
椅
子
ダ
ン

ス
・
・
・
と
演
芸
が
延
々
と
続
く
。
昼
食

抜
き
の
演
芸
発
表
で
あ
る
。
観
客
席
は
、

椅
子
席
は
勿
論
立
ち

見
席
ま
で
も
満
席
で

あ
る
。
い
つ
の
間
に
か

最
後
の
バ
ン
ド
演
奏

と
な
り
、
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
を
迎
え
た
。

此
処
に
集
う
皆
さ
ん

の
協
力
が
有
れ
ば
こ

そ
出
来
た
盛
大
な
感
謝
祭
で
あ
り
、
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
思
う
。
皆
さ
ん
ご

ボ
ラ
セ
ン
感
謝
祭 

老
大
グ
ル
ー
プ
安
芸
区
の
集
い 
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協
力
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

     

先
日
、
千
田
学
舎
で
の
最
後
の
「
趣
味

の
芸
能
発
表
会
」
が
大
盛
会
の
内
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
老
人
大
学
、

院
の
時
の
大
学
祭
芸
能
大
会
、
O

B
会

で
の
趣
味
の
芸
能
発
表

会
と
大
変
思
い
出
が
深

く
老
大
一
年
生
か
ら
O

B
会
の
今
日
迄
で
毎
回

出
演
さ
せ
て
頂
き
、
特
に

第
20
回
記
念
大
会
で
は

芸
能
責
任
者
と
し
て
加

わ
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご

助
力
頂
き
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
が
千
田
学
舎
で
の
最
後
だ
と
思
う
と
、

一
抹
の
淋
し
さ
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
さ
て
、

私
達
の
歌
謡
教
室
で
は
、
28
年
度
新
し
い

仲
間
が
5
名
入
会
さ
れ
、
男
性
14
名
、

女
性
27
名
の
総
勢
41
名
に
な
り
ま
し
た
。

授
業
は
毎
月
第
2
、
第
4
の
金
曜
日
10

時
か
ら
12
時
で
す
。
但
し
、
O

B
会
の

行
事
と
重
な
る
時
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
と
し
て
は
、
6
月
の
新
入

会
員
歓
迎
会
、
8
月
の
祇
園
公
民
館
で
の

歌
謡
大
会
、
9
月
の
趣
味 

の
芸
能
発
表
会
へ
の
コ
ー
ラ
ス
で
の
参

加
、
12
月
忘
年
会
、
年
が
明
け
て
老
大
、

院
、
O

B
会
で
の
合
同
交
流
会
が
有
り

ま
す
。 

8
月
の
祇
園
公
民
館
で
の
大
会

は
私
達
の
講
師
、
田
野
原
俊
恵
先
生
の
ア

ル
エ
ッ
ト
歌
謡
教
室
の
主
催
で
出
演
者

は
各
方
面
か
ら
来
ら
れ
百
名
以
上
に
も

な
り
我
々
老
大
、
院
、
O

B
会
か
ら
も
30

名
以
上
の
人
が
出
演
し
ま
し
た
。
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
東
京
か
ら
日
本
ク
ラ
ウ
ン

の
松
尾
雄
史
さ
ん
が
こ
ら
れ
歌
と
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
を
熱
演
し
ま
し
た
。
彼
は
25
歳

の
若
手
の
ホ
ー
プ
で
す
。
出
身
は
長
崎
で

カ
ー
プ
の
大
瀬
良
投
手
と
は
高
校
三
年

生
の
時
の
同
級
生
で
大
変
仲
も
良
く
大

瀬
良
投
手
の
電
話
番
号
は
知
っ
て
い
る

け
ど
皆
さ
ん
に
は
教
え
な
い
、
と
言
っ
て

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
歌
は
大
変
お

上
手
で
後
二
、
三
年
も
す
れ
ば
必
ず
頭
角

を
あ
ら
わ
し
て
来
る
も
の
と
私
は
確
信

し
て
い
ま
す
。
私
達
は
歌
謡
教
室
な
の
で

各
行
事
で
は
必
ず
歌
を
唄
う
機
会
が
多

く
、
習
う
だ
け
で
な
く
人
前
で
唄
う
練
習

も
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
又
こ
れ
が

励
み
に
も
な
り
熱
も
入
り
ま
す
。
な
か
な

か
上
手
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
又

良
し
と
し
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
声
で
唄
う

と
云
う
事
は
、
心
身
共
壮
快
に
な
り
ま
す

よ
。
皆
さ
ん
も
大
き
な
声
で
唄
い
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 

（
4
班
33
期 

神
車 

明
） 

 

  

大
正
琴
の
音
色
に
ひ
か
れ
て 

四
年
前
写
真
部
か
ら
卒
業
ア
ル
バ

ム
用
に
と
、
大
正
琴
の
写
真
を
撮
り
に

行
き
、
先
生
を
始
め
皆
さ
ん
の
明
る
い

笑
顔
と
音
色
に
う
っ
と
り
と
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
八
班
の
先

輩
S
さ
ん
に
誘
わ
れ
又
皆
さ
ん
も
声

を
か
け
て
下
さ
り
、
一
寸
見
学
と
思
い

行
っ
た
の
が
最
初
の

一
歩
で
す
。
最
初
は
、

ど
う
な
る
事
か
と
心

配
も
し
ま
し
た
が
、
や

れ
ば
出
来
る
。
少
し
ず

つ
様
に
な
り
今
で
は

楽
し
く
出
来
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
又
こ
う

し
て
芸
能
祭
、
大
学
祭
に
な
れ
ば
一
段

と
張
り
切
り
ま
す
。
練
習
が
終
わ
っ
た

後
仲
間
と
食
事
し
な
が
ら
お
喋
り
こ

れ
又
楽
し
。
今
年
は
新
し
く
四
人
も
入

会
し
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
頭
の
体

操
に
な
り
ま
す
。
私
は
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
て

行
き
ま
す
。
楽
し
い
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

で
す
。 

活
動
日 

月 

二
回
（
第
二
、
第
四
月
曜
日
） 

講
師 

赤
松 

琴
秦
先
生 

 

（
8
班
36
期 

石
井 

登
久
子
） 

            

編
集
後
記 

O

B
会
ニ
ュ
ー
ス
も
最
後
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
、
少
し
で
も
皆

様
の
記
憶
の
片
隅
に
で
も
残
れ
ば
と

の
思
い
で
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

文
化
部
部
員
一
同 

趣
味
の
サ
｜
ク
ル
活
動 

訃 

報 
 

 

２
班
３０
期 

品
川 

正
幸 

様
） 

 
 

 

平
成
２８
年
１０
月
26
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８０
歳 

 

3
班
29
期 

山
口 

早
苗 

様 

 
 

 

平
成
28
年
11
月
22
日
）（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

83
歳 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

会
員
一
同 

謹
ん
で
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 

 
 

    

歌
謡
サ
ー
ク
ル 

大
正
琴
サ
ー
ク
ル 


